
 学校教育目標 

○夢 ・○命 ・○絆  

夢 に向かっていく生徒 
命 を大切にする生徒 
絆 を互いに深め合う生徒  

ホームページ https://ichikawa-school.ed.jp/dai2-chu/ 

学校運営協議会 
１２月１１日（月）、今年度４回目の学校運営協議会が開催されました。今回は協議に入る前に、生

徒会本部役員の生徒と委員の皆さんが意見交換をする機会を設けました。 
生徒会長から「生徒自身の手で様々な企画を考えたり、学校生活のルー

ルを見直す活動を行ったりするなど、自分たちの力で二中をより良い学校
にしていこうと活動しています」と生徒会活動の紹介があった後、生徒達
は「自主的に活動することのやりがい」や「先生方に信頼してもらって活
動できることへの満足感」などを自分の言葉で語りました。   

「防災などの地域活動に参加してもらえるとありがたい」という委員の意見に対しては「地域との
関わりを増やしていきたいと考えていたので、防災などの目的を持って地域に貢献できる活動ができ
ればいいと思う」と答えていました。「どんな授業が楽しいか」という質問に対して、「自分で考え
て答えを見つけていくことができる授業」「道徳や総合など、友達の意見を聞いたり自分で調べたり
して考えを深めていく授業」など、主体的な学習を挙げる答えが次々に出てくるのを聞いて「二中の
目指している取組が、生徒達にしっかり伝わっていますね」と委員の皆さんも感心していました。 

生徒との交流会の後は、これからの二中に必要な教職員について協議が行われ、「生徒の主体的な
学びを支え、これからの時代に求められる資質・能力を育成するために、積極的に学校運営の改善に
参画できる柔軟性と創造性のある教職員」など、学校運営協議会として任用を要望する教職員につい
て意見をまとめました。(詳しくはＨＰより、二中コミュニティ・スクールだより（第１９号）をご覧ください) 

２学期を終えて 
今日行われた２学期最後の全校集会で、こんな話をしました。 

 
あと数日で２０２３年が終わります。この１年間を振り返って皆さんどうでしたか。 
私にとってこの１年で一番大きな出来事は、この二中に勤めることになって皆さんに出会えたことです。

体育祭や合唱祭、二中フェスティバルなどの行事での盛り上がり、日々の活動や学習にも生き生きと前向き
に取り組む様子を見ていて、二中の生徒は本当に感性が豊かで、自分で考えて主体的に行動することができ
る人たちだなといつも感心し、出会えてよかったなと感じています。これからもその良さを自信にし、ます
ます伸ばしていってください。 

社会的な出来事でいうと、戦争のことや生成ＡＩがもたらす悪影響など心配なニュースもありましたが、
良い方の大きな出来事は５月に新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけが変わり、数年ぶりにほぼ制
限のない学校生活が戻ってきたことだと思います。全員がマスクをし、会話や密集を控え、行事や部活動も
なかなか思い通りにできなかった日々からようやく解放され、お互いの素顔を見て存分に話をしたり触れ合
ったりしながら、明るく元気に学校生活を送ることができるようになって本当によかったと感じています。   

コロナ以前は当たり前だった日常が、実はとても大切でありがたいものであったことをあらためて感じま
す。「ありがたい」という言葉を漢字で書くと「有り難い」。「有る」ことが難しい…「なかなか無い」という
こと。そして調べるとその反対の言葉が「当たり前」という言葉だそうです。普段意識することのない「当
たり前」のこと…。毎日ご飯を食べられること、友達といつでも会えること、自由に勉強したり運動したり
できること、家族や仲間・先生方が自分のためにいろいろしてくれること…もっと言うと目が見え、耳が聞
こえること、手足が動くこと、生まれてきたこと。そして…生きていること。全ては「有り難い」ことなん
だ、と感謝の気持ちをもって毎日を大切に過ごせるといいなと思います。 

初めて皆さんにお話しした時、「言葉を大切にしてください」と言ったのを覚えていますか。挨拶や温かい
言葉を大切にし、心ない一言で人を傷つけないようにしようという話をしたのですが、「ありがとう」という
言葉にも触れました。「有り難い」という感謝の気持ちから出る「ありがとう」の言葉。毎日どのくらい言っ
ていますか。この１年間「ありがとう」と言った場面をいくつ覚えているでしょうか。言われた場面はどう
ですか。「ありがとう」とたくさん言える人、たくさん言われる人になってくれるといいなと思います。 

明日から 1７日間の休みに入ります。この休み中、身体をこわしたり事故にあったりしないよう気を付け
て、有意義な年末年始を送ってください。３年生は大変ですが、最後の追い込み頑張ってください。 
１月９日にまた元気に会えることを楽しみにしています。 

令和５年度 

学校だより Ｎｏ．17 

令和５年 12 月 22 日 

 

市川市立第二中学校 

校 長  杉 山   哲 

学校生活の様子を、二中ブログ（ＨＰ）に掲載しています。ぜひチェックしてみてください！ 


